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テーマは 

「中国朝鮮族の日本語教授法と言語習得  

－朝鮮族学校での日本語教育を事例として－」 

 

朝鮮族学校では朝鮮語と中国語による日本語教
育が行われている。 

 

→ 具体的にどのように行われているのかを 

   明らかにする 
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出身地 教授年数 現在教えている学校 

Ａ先生 吉林省 
吉林市 

32年 吉林市朝鮮族中学校 

Ｂ先生 遼寧省 
鉄嶺市 

30年 鉄嶺市朝鮮族高級中学 

Ｃ先生 延辺朝鮮族
自治州 
和龍市 

26年 吉林市朝鮮族中学校 



出身地 教授年数 現在教えている学校 

Ｄ先生 
 

吉林省 
梅河口市 

28年 梅河口市朝鮮族 
中学 

Ｅ先生 吉林省 
輝南県 

23年 梅河口市朝鮮族 
中学 

Ｆ先生 遼寧省 
鉄嶺市 
（開原市） 

20年 鉄嶺市朝鮮族高級
中学 



① 1977～1979年まで高等中学で2年弱 

  日本語を学ぶ。日本語の先生は「満洲国」で 

  日本語教育を受けた人 

② 1983年から日本語を教え始める。すべて朝鮮語 

  で授業を行う。学生たちは勉強をまじめにしていた。 

③ 現在 

  99％朝鮮語で授業を行うが、朝鮮語があまり 

  わからない学生がほとんどなので、中国語でも話  

  している。不真面目な学生が増えてきている。 



① 1978～1982年まで朝鮮族学校で日本語を  

   勉強。先生は「満洲国」時代に日本語教育を   

   受けた先生。 

② 1985年から日本語を教え始める。 

  中学1年生で日本語クラスが3クラス 

   （1クラス40人）もあった。 

③ 現在 

   70％は中国語で教えている。いまの学生たち 

   にとって、朝鮮語は外国語のようなもの。  



① 1978～1984年まで中高、日本語を勉強 

   日本語の先生は3人おり、ひとりは「満洲国」期に 

   日本語教育を受けた先生。あとのふたりは若い男 

   の先生。  

② 1989年から日本語を教え始める。 

   農村から来る学生はまじめに勉強する学生が多 

   かった。 

③ 現在 

   90％は朝鮮語で教えているが、学生たちは朝鮮語 

   より中国語の方ができる。 



① 1980年に高校入学。中学から日本語を勉強した。 

   日本語を教えてもらっていたのは、「満洲国」期に 

   日本語教育を受けた先生 

② 1987年から日本語を教え始める。 

   教科書は文法、読解のみ。学生の勉強に対する 

   意欲は高かった。 

③ 現在 

   朝鮮語で説明しても、それがどんな意味か理解 

   できない学生が増えている。→中国語で説明する 

   割合が増えている。 



① 1984年に中学校に入学。高校まで6年間日本語を   

   勉強する。  

   先生は、「満洲国」期に日本語教育を受けた先生。 

② 1992年から日本語を教え始める。 

   以前は「柳河」や「輝南」にも朝鮮族学校があった 

   が、いまはなくなってしまった。 

③ 現在 

   朝鮮語50％、日本語40％、中国語10％の割合で    

   教えている。 



① 1985～1991年まで6年間、日本語を学ぶ 

   中学で2人、高校には3人の日本語の先生がいた。 

   「満洲国」で教育をうけた人や、大学で日本語を専   

   門的に勉強した先生などさまざまだった。 

② 1996年から日本語を教え始める。 

   中国語より朝鮮語ができる学生の方が多かった。 

   2010年ごろから朝鮮語より中国語が得意な学生 

   が来るようになった。 

③ 現在 

   朝鮮語は60％ぐらい使用。朝鮮語で説明してわか   

              らない場合は、中国語で説明。 

 



・1970年代から1980年代にかけての日本語教育 

 

 ① 教師は「満洲国」時代に日本語教育を受けた世代 

   と、独学で日本語を学んだ世代が混在。 

    

 ② 授業は朝鮮語と日本語で行われる。教師によって 

   その授業スタイルは異なるが、基本的に文法中心、 

    暗記型の教育。 

 

 ③ 教材が不足しており、十分に日本語を勉強できる 

     環境であるとは言えない。 



・1980年代後半以降の日本語教育 
  
 ① 大学で日本語を専門的に勉強した教師が現れる。 
    朝鮮語で教える教師が多いが、中国語で教える 
    教師も現れ始める。 
  
 ② 学生たちの学習意欲は高く、まじめに勉強す 
    る学生が多い。中国語より朝鮮語ができる 
    学生が多い。 
  
 ③  教科書は文法、読解が中心のもの。 
  
  



現在の朝鮮族学校の日本語教育 
 

① 日本語、朝鮮語、中国語による日本語教育。 

   朝鮮語だけで教えていた先生も中国語を 

   使わざるをえない状況 

 

② 学生たちは、朝鮮語より中国語の方ができる。 

   このような学生たちは年々増えている。 

 

③ 教科書は会話の要素も加わり、四技能をバランス 

   よく使えるものになっているが、学生の学習意欲 

   は低下してきている。 



・1990年以降に朝鮮族学校で日本語教育を受け

た人々に対して行ったインタビュー調査について
もまとめ、その具体的な教育内容についても明ら
かにする。 

 

・地域ごと、学校ごとに朝鮮族の日本語教育の実
態を明らかにし、比較する。 
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